
　　　　　　　　　　　日本語学習用教科書の副詞語彙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大関　真理

　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

　本稿は、日本語教育の視点かちみた副詞の研究の一環として、日本語教育に

おける効果的な副詞指導を考えることを目的に、教科書調査を行ったものであ

る。日本語学習用初級教科書及び中・上級教科書で扱われている副詞語彙の特

徴を、副詞の三分類（情態副詞・程度副詞・陳述副詞〉を一つの指標にして明

ちかにしようとした。そして、教科書で盲点となっている副詞の機能を探り、

「まったく」　「もうjを例に、談話において重要な役割を果す副詞の存在を示

し、辞書や教科書の意味記述との比職検討を行った。

〔キーワード］日本語教科書　副詞　語彙調査　ニュアンス　談話中の機能

1はじめに

　日本語教育において副詞の指導が困難であることは、多くの人の指摘すると

ころであるが、それは副詞の持つ性格が極めて複雑なものであることに起因す

ると思われる。日本人にはごく当たり前な心理的前提を伴う翻訳困難な要素も、

外国人にとっては、副詞を使用する発想すち理解できないということもある。

しかし、副詞を使用する表現効果を考えると、コミュニュケーション上重要な

ものも多く、決して軽視してはいけないものであることに気付く。

　日本語教育における副詞の指導を考える時、まず、学習者が学習のより所と

している教科書の実態を調査する必要があると考える。そこで本稿では、日本

語学習用教科書における副詞語彙の実態調査を行い、副詞の指導の一つの指標

としたい。

2．日本語学習用教科書の副詞語彙調査

2．1調査方法

　日本語学習者の多様化に伴い、近年多数の日本語教科書が出版されているが、

その中で、比職的よく使われていると思われるものを中心に、初級16冊、中

・上級8冊を選定した（注1）。（資料①参照）

　これらの教科書かち副詞を抜き出し、教科書で扱われている副詞の教科書別
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リストを作誠した（注2＞。副詞認定には織灯な問題があるが、日本語教育の

視点では、冨掴の機能そのものを見つめようとする姿勢が重要であると考える。

そこで本稿では、従来の品詞論的立場からみて、副詞として認定されていなか

ったものも含み、広く謝詞類を扱うこととした。

〈資料①〉
〈初級教科書リスト〉
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　蒙父侃…埜滋
国際協力事業団

（3）Intensive　Co縫rs¢　i1王　Japanese　Ele競entary

（4）　日　本言吾1

（5）日本語1

（6）日本語の基礎1＆II
（7＞JAPANESE　FOR　TOPAY
（8＞中国からの帰国者のための生活日本語
（9）日本語でビジネス会話一初級編
（ユ0）外国学生用日本語教科書初級

＿＿＿発蓋無昇眼
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〈中級教科書リスト〉
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づ語水生ジ本日学㌦日学留”属大学　子痔附田大重信株大稲海田谷

ユ983

ユ930
1979
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巻末に語彙索引がある場合は、索引を使用し、副詞と思われるもの
を抽出した。索引がない場合、及び中綴教科書は、本文を参照し抽
患した。

2．2祷級教科書の謝詞語彙の特微

　初級教科書16需で扱われている醸詞を調べると、その異なり語数は208綴で

あった。その208擁について、それぞれ何箭で共題に扱われているかを示した

のが資料②ζ共這謝詞リスト藁である。
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　まず、全体的な傾向であるが、16冊中全てに使われている副詞はFたいへ

ん」一語であ・・）た。以下、12冊以上に共通に使われているのは26例、8冊以

上に共通の副詞は46例、5冊以上は62例である。

　次に、初級の教科書に共通して使われている副詞語彙の特徴であるが、いわ

ゆる副詞の三分類（情態副詞・程度副詞・陳述副詞〉を一つの指標にして傾向

を探ると、程度副詞と陳述副詞が多いということがあげちれる（注3）。
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　13冊以上に共通して使われている副詞の申で、程度副詞と呼ぶ事ができる

副詞が占める割合は、21例中10例である。半数に近いというのは、かなり高い

数値であると言えよう。そもそも副詞の中で、従来の三分類の比率は次のよう

になる。参考文献⑦では、副詞総数は579例であり、それを三分類に分けると、

陳述副詞190例、程度副詞59例、情態副詞342例となり、全体との比率は、陳述

副詞32．1％、程度副詞10．0％、情態副詞57．9％となる（注4＞。副詞をどのよ

うに三分類するかということは、入によって解釈が異なることも多く、この数

字は内省によるものなので、正確な数字ではないが、量的傾向を示していると

言うことはできよう。また、甲斐（1983）には、国語教科書副詞語彙一覧があり、

320例の副詞を、甲斐氏が「情態」　「程度」　「時数」　「誘導」の四つに分けて

いるリストがある。この「時数」は、従来の三分類によると、情態副詞とされ

るものであり、　「誘導」は陳述副詞をさしている。そこで、　「時数」を情態副

詞に含めることとし、数量比較を行うと、320例中、陳述副詞は99例、程度副

詞は45例、情態副詞は175例となる。これをさきほどと同じように対比させる

と、陳述副詞30．9％、程度副詞14．0％、情態副詞54．7％となる。程度副詞が、

副詞総数に対して一番比率が低い。この二つの語彙リストとも、ほぼ同じよう

な傾向を示す数値となっているので、もともと、副詞総数のうち三分類の比率

は、次のような傾向があると思われる。

　　陳述副詞：程度副詞：情態副詞

　　　　3　：　1　　：　6

　このような傾向を示している副詞が、初級日本語教科書においては、13冊以

上に共通して用いられている21例の内訳を見ると、

　　陳述副詞：程度副詞：情態副詞（8例：10例：3例）

　　　　3．8　：　　4．8　　　：　　1．4

という比率を示している。明らかに程度副詞の比率が高くなっているというこ

とができよう。13冊以上に共通している副詞の内訳は次のものである。

　　陵述爾講：　あまり、まだ、もう、ちょうど、どうぞなかなか、極捷ば、どうも

　　程度憂掴：　たいへん、ずいぶん、とても、もっと、たくさん、ちょっと、よく、すこし、手）と、だいたい

　　麟詠　いっも、いろいろ、は鋤て

　日本語教育の初級の段階では、程度副詞が教科書にとりあげられている共通

度が高い副詞であると言える。

　次に高い比率を占めているのは、陳述副詞である。副詞の中で一番量的には
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多いはずである情態副詞は、低い値となv）ている。参考文献⑩（P113）によると、

6コN・…ptス中3コース以上の日本語教育機関で共通に扱われている初級の文法項

目の中に、　「あまり～ない」「なかなか～ない」「ぜんぜん～ない」「とても

～ない」「ぜひ～たい」「もちろん～だ」「かなちず～だ」　「たぶん～だろう」

「きっと～だろう」などが含まれており、初級で扱われる文型・文法と一緒に

陳述副詞が提示されるケ・p．mスが多いことがわかる。従って、基本文型と呼応す

る陳述副詞の比率が高くなっているものと思われる。

　初級の副詞が文型に伴って提出されることを示す例がある。

　「なかなか」という副詞は、　「なかなか～ない」のように否定表現と呼癒す

る陳述副詞用法と、　「なかなか良い」などの程度副詞用法の両方があるが、初

級の初出の用法は次のようになっている。

　　妙なかバス縣ませんね．U）1遡①の鋪翻髄示す。肝同じ，｝

　　朝はなかなかタクシーに乗れないことがあるから、予蒋しておいた方がいいですよ，　（2｝

　　毎日辣習していますが、なかなか覚えられません，　（4）

　　勉強がおくれると、おいつこうと思っても、なかなかおいつくことができないからです，　（5｝

　　タクシー浄なかなか来なかったんです．　（6｝

　　外国人ようのいい辞書がなかなか見つからなくて困っています．（7｝

　　漢字はなかなか覚えられないんです，　（9）

　　軽験しなけれはその良さがなかなかわかりませんからh，　（10）

　　薯糺い漢字を10ぐらいずっ習います賦なかなか覚えちれないので、還末1特に勉強します，（11｝

　　ほしいと思います斌なかなかもてませんね，（12｝

　　「ふたが麗きましたかj　fいいえ、なかなか毘きません，1　（13）

　　近舜の店で買おうと愚いましたが、なかなか這書なのがみっからないの庶デパ・・トへ軒って選ぷことにしました，（15）

　　武井さんどうしたんでしょうね、なかなか来ませんね。　（16｝

　　りょうの讃儀はなかなかいいと恩いま引　（3｝

　最後の教科書（NO．3＞のみ程度副詞用法で、14冊中13冊が否定表現である。

この副詞は、筆者がシナリオや文学作品かち集めた用例172例では、否定用法

と程度用法がちょうど半々にあたる86例ずつであったことからも伺えるように、

実際の使われ方に顕著な偏りがあるとは思えないが、初級教科書では、程度副

詞用法よりも圧倒的に陳述副詞用法が多くなっている。このことは、初級教科

書では副詞が文型と共に提示されていることを示す例と思われる。

　一方、初級教科書の副詞語彙の中で、一冊のみに扱われているもの91例（資
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料②参照）の内訳は、内省により三分類を施すと、陳述副詞、程度副詞と判断

できるものは次のものであり、資料②【共通副詞リスト】のその他の例は、情

態副詞と判断できる。

　　程麟詞　　（9据｝　いちだんと、いっそう、たいそう、たしょう、とっても、ひかくてき、まことに、やや、わずか

　　疎述爵講｛20網）　いっさい、いったい、おそらく、かえって、磨ずしも、けっきょく、ぜひと叡ただつまり、どうか、とうてい、どうでも、

　　　　　　　どうにカ＼どうkも、どこか、なにしろ、なにぶん．、まあまあ、まさにもしかしたら

　これ以外の62例は情態副詞に分類でき、情態副詞の占める割合は68．1％とな

る。つまり、情態副詞は、教科書によって扱い方にばちつきが見ちれ、共通度
が低いご言うことができよう。

2．3中・上級教科書の副詞語彙の特徴

　資料①であげた中級教科書8冊において、1冊以上でとりあげちれている副

詞語彙の異なり語数は、508例であった（注5＞。中・上級教科書20冊の調査

では、異なり語数も1000例を越えるという結果が出ている。中級の教材は、新

聞や小説など生のものを使ったものが多く、出てくる語彙も、指導項目を意識

して提示したのではなく、偶然性の高いものであると言える。初級では、基本

文型に関わる副詞や、基本的な程度副詞が多かったが、申級では、様々な性質

を持つ副詞が扱われることになる。

　例えば、読解力を高めることを目的として作ちれた教科書〈NO．23＞では、

初級16冊には見ちれなか“）た次の様な副詞が載っている。

　　いささカ、ごく、さすだiζしみじみ、しょせん、とかく、そもそも、どうやら、なまiJ、なんとも、まして、むし教もしや

　　もはや、ようする1　（lc．

　また、自然な会話能力を養うことを目的として作ちれたr自然な日本語』

（桜井晴美1984／さかまち企画〉などには、次のような副詞が取り上げられて

いる。

　　いか仁も、いまさら、い濾、さす承さぞ、せめて、それにしては、それにしても、どうせ、なんとhxまんざち、むしろ、よくも、よっぽど

　程度副詞の中でも、主観性が強く共起制限も多い「いささかj「ごくjなど、

比職構文でも、評緬性や社会通念などを前提としている「ましてjfむしろ」

など、時数に関する副詞では、　「もはやj　fいまさち」など、話し手の感情に

深く関わる副詞が提出されている。また、板坂（1卯Dで扱われている日本人の

論理構造を深く反映しているfなまじ」　「いっそ」「どうせ」fせめて」「さ

すが」　「しみじみ」なども出てくるようになる。このように、心情を反映する
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ような副詞が扱われるようになるのが中級教科書の副詞語彙の特徴である。

　また、近年様々なシラバスを取った教科書が出版されているが、中級教科書

では、コミュニュカティブな面を重視した教科書と、読解申心、文法シラバス

のものとで、扱う語彙に違いが出る事が予想される。本稿では、申級教科書の

詳しい分析の用意がなく、また、初級16冊では、特に目立った特徴を示すもの

はなかったが、話し書葉においてコミュニュケPtションと深く関わる副詞の扱

いなど、提示されている副詞の機能が、教科書の特色を反映する可能性は大き

い。参考文献⑪にも、　「使われている副詞の種類、頻度とも教科書によって違

いが大きい。」との指摘があり、同じ東京日本語学校〈長沼〉の教科書であっ

ても、r長沼・新現代日本語盃』とilC◎mmunication　Japanese　St，yle皿』で

は、状態を表す副詞に次のような差が出ているとの報告もある。

　　（1）r長沼・新現代日本語皿』　　　　　　異なり語数28／述べ語tw44

　　（2）il　Comfiunication　Japanese　Style皿』　異なり語数2／述べ語数2

　②の教科書のように、実生活でのコミ血ニュケ・・一一・・ションを重視した教科書

では、使われている副詞が限られていることを示していると思われる。

3．日本語教育における副詞の指導

3．1日本語学習用教科書での副詞の扱われ方

　教科書での副詞語彙の扱われ方からみても、日本語教育における副詞の指導

は、少数の副詞を除いて、中級以上が主なものになると思われる。初級段階で

は、基本文型と関わる文末に呼応現象を持つ副詞や、基本的な程度副詞などが

教科書で扱われている共通度の高い副詞であった。日本語教育において、指導

が困難か困難でないかというのは、　「日本人が無意識に守っている言語使用に

おけるル・・・・…ルをできるだけ一般化させて示すことができるかどうか」　f学習者

の母国語に翻訳することが簡単かどうか」ということが大きな要素になると思

われる。その点からみて、副詞使用の前提条件が言語の形式にはっきりと現れ

ている呼施の副詞や、母国語でも同じ概念があるであろう基本的な程度副詞や

情態副詞が初級で提出されているのは、学習者に理解しやすい基本語彙である

からと思われる。

　従って、難易度や教科書掲載語彙の面からみて、本格的な副詞の指導は、初

級よりも中級以上が中心になると思われるが、中級の教科書における副詞も、

2．3で述べたように、副詞指導を目的に意識的に提示されたものではなく、た
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またま載っている語彙に変わりない場合が多い（注6）。それと言うのも、副

詞は文成立に必要な絶対的なものではなく、あくまでも修飾語であるかちであ

ろう．副詞を使用せずとも文意は伝わり、文法的に破格になるわけでもない。

しかし、なぜ副詞を用いるか、用いることにより、何を伝えようとしているの

かということを考えると、日本語において副詞の持つ働きは決して軽視しては

いけないものであることに気付く。

　特に話し手の心的態度と捉えられるモダリティと関わる副詞の働きは、コミ

ュニュケー．．一ション上重要な役割を果していると考える。文末近くの述語部分に

おいて言語化されているモダリティと呼癒する働きを持つもの、すなわち従来

の陳述副詞と呼ばれているものに限ちず、話者の態度を表わしている副詞は数

多く存在する。「さっそく」や「ぜひ」に含意されている評価性、　「あいにく」

や「実は」などが示している相手への配慮など、用いることにより、態度を表

明することになる働きと言える。

3．2教科書で盲点となっている副詞の機能

　教科書で扱われている副詞は、程度副詞や情態副詞のように、命題内容に情

報を付加するものや、陳述副詞のように、命題内容に対する話者の態度を示す

ものが中心であった。しかし、副詞のtw　・qな機能を考えると、コミュニュケー・

ション上、有用性の高い用法を持つ副詞がある。特に談話において心情を色濃

く含んでいる副詞が果す役割は大きいと考える。本稿では、　「まったく」と

「もう」において、実際の用例を検討し、教科書や辞書の意味記述では盲点に

なっている点を探りたい。

　「まったく」「もう」の7冊の辞書（注7＞の意味記述を平均すると、だい

たい次の語と置き換えて説明できる。

　　まったく：①全然②実に／本当に③すべて／完全に

　　もう　　：①もはや／既に②まもなく／今にも③更に／この上に

　教科書における例も、ほとんどが上記の意昧記述のものである。

　しかし、日常の会話には、間投的に用いられ、感動詞といっても良いほど感

情を強調している用法が見ちれる。中田（1991）にも、　f問投的に用いちれてい

る強調の副詞」の・一一一Lつとして、　「まったく」と「もう」があげちれている。

　「まったく」のシナリオなどの用例を分析すると、マイナス感情の吐露であ

ると見た方が良い例がある。例えば次のような例である。
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　　まったく、なにやつてんだか、もう。（rふぞろいのりんご達』山田太一〉

　　まったくあんたもしつこいね。

　　　　　　　　　　　　（［宇宙の法則」S年鑑代表シナ弼集／1990年版』〉

　このような用法は、後の語にかかるのではなく、単独で機能しており、程度

の強調というよりは、感情の強調ということができよう。発音上は、次の語と

の問にポーズを置くことが多い。

　また、「まったくAだ。」と、Aに当たる言葉の程度を強調し、　「実に」と

置き換え可能の用法もシナリオ等に多くみちれるが、マイナス評価の言葉と多

く共起し、プラス評価の場合は、驚きが伴うことが多い。

　　それが行・）ちゃったんですよ、まったくうまい具合に

　　　　　　　　　　　　〈「魔の刻」　r年鑑代表シナリオ集／1985年版』〉

　　「まったくうまい」「うむ、舌を巻くね、実に。」（f文学賞殺人事件・大い

　　　　　　　　　　　　なる助走」r年鑑代表シナリオ集／1989年版』）

　いずれにせよ、心的要素を色濃く含んでいる用法であり、副詞を使用するこ

とによって、感情を強調する表現効果がある。

　「もう」にも、伝える情報の内容が変わちない次のような例がある。

　　最近は、もう圧倒的に多いのがかストラワアですね。（『インタビューで学ぶ日本語』）

　　ま、ハワイは、もう、断然ナンバー・一ワンですかちね。　（rインタビュいで学ぶ日本語』〉

　辞書の意味記述のどれにも当てはまらない用法であり、談話の活性化の役割

を果している。このように、心的要素の強調の働きをする用法の場合、共起す

る語にも特徴が現れる。会話表現で比較的多いと思われる例を少し記す。

　　（1）これはもう本当に長い時間いたしておりまして…。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『言語生活NO．75』録音器〉

　　（2）電話一本でもう本当にこちらまで幸せな気分で、こちちに参加させて

　　　　いただきました。　〈9言語生活NO．191』録音器〉

　　（3）もうび一）くりしたわア。　（r言語生活NO．157S録音器）

　　（4）もう頭に来たあ。　（r言語生活NO．76』録音器〉

　　（5）もうだめ。　（r言語生活NO．288S録音器〉

　　（6）もう、しょうがないかち…。　（r言語生活NO．208』録音器〉

　（1）と（2）は、　「本当に」などの程度の強調を表わす語、（3）と（4）は、感情を

表わす語との共起の例である。（5＞と（6）は、辞書の意味記述のf既に／もはや」

に通ずる意味も含まれているが、マイナス評価の語との共起により、マイナス
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感情を強調する効果もある用法である。

　このように、　「まったくjや「もう」には、辞書の意味記述には当てはまち

ないと解釈できる例が、談話中にあるわけだが、むしろ話し言葉では、感情の

強調と見ちれる用法の方が多いという予想がたてちれる。

　rインタビューで学ぶ日本語』　（堀歌子他、1991／凡人社）は、原稿無しの自然

な会話を使用して作成した聴解教材であり、その文字化された本文は、生の談

話資料と見傲すことができる。そこで、その申で使われている副詞「もう」の

全数調査を行い、用法の分析を行った。全用例68例のうち、　「既に」と置き換

えられる用法は17例（25．0％）、　「更に」と置き換えられる用法は8例（11．7％）、

話し手の心情を強調する用法は43例（63．2％）と、圧倒的に、強調用法の比率が

高い。インタビューという会話形態においては、半数以上が辞書の意味記述に

は無い用法なのである。

　このような談話において重要な役割を果す副詞の用法は、文型・文法申心の

教科書や読解教材などでは、盲点となっている用法であるが、会話教材（前述

r自然な日本語』P10＞の中には、　「いつもおくれるんだから。まったく、い

やになっちゃう。」　fうちの息子にはまったく困ったものです。」などの例が

見ちれる。　「もう」に関しても、　「おや、おばあさん、もう帰るんですか。」

（rlNTEGRATED　SPOI〈EN　JAPANESE　I』P156）など、命題内容に対する情報の付

加だけでなく、感情的なものも含まれている用法が応用会話中では扱われてい

る。このような例で提示されれば、例文の示す内容によりニュアンスを理解す

ることが可能であろう。

4。おわりに

　このように、副詞の機能を考えると、教科・書ではあまり扱われていないが、

有用性の高い副詞というものが存在する。教科書の副詞語彙調査では、現行の

教科書においては、副詞がその指導を目的に提出されているわけではないとい

う傾向を示していた。従って、日本語教育の視点かちみて、学習者にとって有

用性と難易度の高い副詞を選定し、それらを、偶然提出するのではなく、意識

的に学習項目として提示する必要性を強く感じる。特に、辞書等に簡略に記述

されている語義だけでなく、コミュニュケーション上重要な役割を果している

副詞のニュアンスに注目すると、現行のテキストではあまり扱われていない用

法を持つ副詞があると思われる。本稿で検討した「まったく」「もう」以外に
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も、「一応」「ちょっと」「わりと」などの持つ、和ちげたりぼかしたりする

表現効果、　「やっぱり」などの日本人の常識的な考え方・感じ方を反映するも

のなど、場面、状況、話し手の気持ち、副詞を加えることにより生ずるニュア

ンスなどの積極的指導が必要となってくる副詞が多く存在すると考えるのであ

る。ニュアンスの不理解が原因である不自然な日本語は、文法上の誤りとして

言語に表面化しないので、指摘される機会を逸する恐れがある。日本語教育の

どこかの段階で、このような観点からの指導を行う必要があると思う。それに

は、どんな場合にどんなニュアンスが伴うか、それはなぜかといった副詞その

ものの基礎的研究が必要であろう。その考察は別稿にゆずることとする。

〈注〉

①教科書選定の際は、参考文献②⑦⑧及び「専門教育出版編集部教科書

　　・教材リスト」　（r品詞別・レベル別一万語語彙分類表』作成時の参

　　考資料〉、　f凡人社麹町支店1991年月別売上ベスト30」などを参考に

　　した。

②紙面の都合上割愛させていただく。

（3）副詞の分類は、参考文献④⑤⑥などを参考にした。

（4）　「なかなか」のように一語で二用法のある場合は、どちらの用法も加

　　えたため、合計が591例となる。

（5）副詞認定の問題があり、正確な数字とは言えないが、だいたいの目安

　　にはなると考えている。

（6）副詞の学習を目的としたr外国人のための日本語例文・問題シリーズ

　　／副言魂1987（荒竹出版〉などを除く。

（7）『現代国語例解辞典』小学館，r岩波国語辞典第三版』岩波書店，　r新

　　選国語辞典』小学館，r新潮現代国語辞典』暫潮社，　r新明解国語辞典

　第三版』三省堂，r副詞用例辞典』凡人社，　r外国人のための基本語用

　例辞典』文化庁
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